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毒物及び劇物に関する法規 

 

  ※問題文中の用語は次によるものとする。 

法：毒物及び劇物取締法 

政令：毒物及び劇物取締法施行令 

規則：毒物及び劇物取締法施行規則 

毒物劇物営業者：毒物又は劇物の製造業者、輸入業者又は販売業者 

 

 

問１ 

毒物及び特定毒物の定義に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいも

のの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜定義＞ 

法第二条 この法律で「毒物」とは、別表第一に掲げる物であつて、（ ａ ）以外のものを

いう。 

３ この法律で「特定毒物」とは、（ ｂ ）であつて、別表第三に掲げるものをいう。 

 

            ａ                  ｂ 

①  医薬品及び医薬部外品   毒物 

②  医薬品          毒物 

③  医薬品          特定の用に供するもの 

④  医薬品及び医薬部外品   特定の用に供するもの 

⑤  医薬部外品及び化粧品   特定の用に供するもの 
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問２ 

モノフルオール酢酸の塩類を含有する製剤の着色及び表示の基準に関する記述の正誤について、

正しいものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 深紅色に着色されていること。 

ｂ その容器及び被包に、モノフルオール酢酸の塩類を含有する製剤が入っている旨及びそ

の内容量が表示されていること。 

ｃ その容器及び被包に、かんきつ類、りんご、なし、桃又はかきの害虫の防除以外の用に

使用してはならない旨が表示されていること。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  正 

②  正  正  誤 

③  正  誤  誤 

④  誤  正  正 

⑤  誤  誤  正 

 

 

問３ 

 特定毒物の用途に関する記述の正誤について、正しいものの組み合わせを①～⑤の中から一つ

選びなさい。 

 

ａ 四アルキル鉛を含有する製剤の用途は、野ねずみの駆除である。 

ｂ モノフルオール酢酸アミドを含有する製剤の用途は、ガソリンへの混入である。 

ｃ 燐化アルミニウムとその分解促進剤とを含有する製剤の用途は、倉庫内、コンテナ内又

は船倉内におけるねずみ、昆虫等の駆除である。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  正 

②  正  正  誤 

③  正  誤  誤 

④  誤  正  正 

⑤  誤  誤  正 
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問４ 

法第３条の３及び政令第 32 条の２の規定により、興奮、幻覚又は麻酔の作用を有する毒物又は

劇物（これらを含有する物を含む。）であって、みだりに摂取し、若しくは吸入し、又はこれらの

目的で所持してはならないものとして定められているものの正しい組み合わせを①～⑤の中から

一つ選びなさい。 

 

  ａ トルエン 

  ｂ クロロホルム 

  ｃ ピクリン酸 

  ｄ 酢酸エチルを含有するシンナー 

 

① （ａ、ｂ） 

② （ａ、ｃ） 

③ （ａ、ｄ） 

④ （ｂ、ｄ） 

⑤ （ｃ、ｄ） 

 

 

問５ 

法第３条の４及び政令第 32 条の３の規定により、引火性、発火性又は爆発性のある毒物又は劇

物であって、業務その他正当な理由による場合を除いては、所持してはならないものとして定め

られているものを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

① トルエン 

② エタノール 

③ ナトリウム 

④ 酢酸エチル 

⑤ クロロホルム 
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問６ 

毒物又は劇物の交付の制限に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しい

ものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜毒物又は劇物の交付の制限等＞ 

法第十五条 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を次に掲げる者に交付してはならない。 

一 （ ａ ）未満の者 

二 心身の障害により毒物又は劇物による（ ｂ ）の危害の防止の措置を適正に行うこ

とができない者として厚生労働省令で定めるもの 

三 麻薬、（ c ）、あへん又は覚せい剤の中毒者 

 

      ａ            ｂ             ｃ 

①  二十歳   公衆衛生上   向精神薬 

②  二十歳   保健衛生上   向精神薬 

③  十八歳   保健衛生上   向精神薬 

④  十八歳   保健衛生上   大麻 

⑤  十八歳   公衆衛生上   大麻 

 

 

問７ 

毒物劇物営業者の登録に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいもの

の組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜営業の登録＞  

法第四条 

３ 製造業又は輸入業の登録は、（ ａ ）ごとに、販売業の登録は、（ ｂ ）ごとに、（ c ）

を受けなければ、その効力を失う。 

 

      ａ        ｂ        ｃ 

①  五年   六年   検査 

②  五年   五年   検査 

③  五年   六年   更新 

④  六年   五年   更新 

⑤  六年   五年   検査 
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問８ 

 規則第４条の４に基づく毒物又は劇物の製造所等の設備の基準に関する記述の正誤について、

正しいものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物の製造作業を行う場所は、コンクリート、板張り又はこれに準ずる構造と

する等その外に毒物又は劇物が飛散し、漏れ、しみ出若しくは流れ出、又は地下にしみ込

むおそれのない構造であること。 

ｂ 毒物又は劇物を陳列する場所にかぎをかける設備があること。 

ｃ 毒物又は劇物の運搬用具は、毒物又は劇物が飛散し、漏れ、又はしみ出るおそれがない

ものであること。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  正 

②  正  正  誤 

③  正  誤  誤 

④  誤  正  正 

⑤  誤  誤  正 

 

 

問９ 

 毒物劇物取扱責任者に関する記述の正誤について、正しいものの組み合わせを①～⑤の中から

一つ選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物の一般販売業の登録を受けた店舗で農業用品目のみ取り扱う場合は、農業

用品目毒物劇物取扱者試験に合格した者を、毒物劇物取扱責任者とすることができる。 

ｂ 18 歳未満の者でも、都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験に合格していれば、毒物劇

物取扱責任者となることができる。 

ｃ 毒物劇物取扱者試験合格者は、合格した都道府県においてのみ、毒物劇物取扱責任者と

なることができる。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  正 

②  正  正  誤 

③  正  誤  誤 

④  誤  誤  正 

⑤  誤  誤  誤 
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問１０ 

毒物劇物取扱責任者の資格に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しい

ものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜毒物劇物取扱責任者の資格＞ 

法第八条 次の各号に掲げる者でなければ、前条の毒物劇物取扱責任者となることができな

い。 

一 （ ａ ） 

二 厚生労働省令で定める学校で、（ ｂ ）に関する学課を修了した者 

三 都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験に合格した者 

 

         ａ            ｂ 

①  薬剤師      応用化学 

②  臨床検査技師   応用化学 

③  薬剤師      基礎化学 

④  臨床検査技師   基礎化学 

⑤  医師       応用化学 

 

 

問１１ 

毒物劇物取扱責任者に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいものの

組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

＜毒物劇物取扱責任者＞ 

法第七条 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を（ ａ ）に取り扱う製造所、営業所又は店

舗ごとに、（ ｂ ）の毒物劇物取扱責任者を置き、毒物又は劇物による（ ｃ ）の危害

の防止に当たらせなければならない。 

  

      ａ         ｂ          ｃ  

①  直接    常勤   保健衛生上 

②  直接    専任   保健衛生上 

③  継続的   常勤   保健衛生上 

④  継続的   専任   公衆衛生上 

⑤  直接    専任   公衆衛生上 
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問１２ 

 毒物劇物販売業者の法第 10条の規定による届出に関する記述の正誤について、正しいものの組

み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 毒物劇物販売業者は、毎年 11月 30 日までに、その年の９月 30 日に所有していた毒物又

は劇物の品名及び数量を届け出なければならない。 

ｂ 毒物劇物販売業者が、店舗の名称を変更する場合は、事前に届け出なければならない。 

ｃ 法人である毒物劇物販売業者が、法人の名称を変更した場合は、30 日以内に届け出なけ

ればならない。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  正 

②  正  正  誤 

③  正  誤  誤 

④  誤  正  正 

⑤  誤  誤  正 

 

 

問１３ 

 政令及び規則の規定に照らし、ジメチル硫酸 5,000 kg を、車両を使用して一回で運搬する場合

の基準に関する記述の正誤について、正しいものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 一人の運転者による運転時間が１日当たり９時間を超える場合は、交替して運転する者

を同乗させること。 

ｂ 車両の前後の見やすい箇所に、0.3 ㎡の板に地を黒色、文字を白色として「毒」と表示

した標識を掲げること。 

ｃ 車両には、防毒マスク、ゴム手袋その他事故の際に応急の措置を講ずるために必要な保

護具を少なくとも一人分以上備えること。 

 

      ａ    ｂ    ｃ 

①  正  正  誤 

②  正  誤  正 

③  誤  正  正 

④  誤  正  誤 

⑤  誤  誤  正 
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問１４ 

毒物又は劇物の容器及び被包への表示に関する記述について、正しいものを①～⑤の中から一

つ選びなさい。 

 

  ① 毒物については「医療用外」の文字及び赤地に白色をもって「毒物」の文字 

② 毒物については「医薬部外」の文字及び赤地に白色をもって「毒物」の文字 

③ 毒物については「医薬用外」の文字及び白地に黒色をもって「毒物」の文字 

④ 劇物については「医薬用外」の文字及び白地に赤色をもって「劇物」の文字 

⑤ 劇物については「医薬用外」の文字及び赤地に白色をもって「劇物」の文字 

 

 

問１５ 

法第 13条の条文に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいものの組

み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

法第十三条 毒物劇物営業者は、政令で定める毒物又は劇物については、厚生労働省令で定

める方法により（ ａ ）したものでなければ、これを（ ｂ ）として（ c ）しては

ならない。 

 

      ａ          ｂ        c 

①  着色   特定品目   販売し、又は授与 

②  着色   農業用    製造し、又は輸入 

③  着色   農業用    販売し、又は授与 

④  表示   農業用    製造し、又は輸入 

⑤  表示   特定品目   販売し、又は授与 
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問１６ 

毒物又は劇物の譲渡手続に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいも

のの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜毒物又は劇物の譲渡手続＞ 

法第十四条 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を他の毒物劇物営業者に販売し、又は授与し

たときは、（ ａ ）、次に掲げる事項を書面に記載しておかなければならない。 

一 毒物又は劇物の名称及び（ ｂ ） 

二 販売又は授与の年月日 

三 譲受人の氏名、（ c ）及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所

在地） 

 

        ａ           ｂ         ｃ 

①  必要に応じ   性状   連絡先 

②  必要に応じ   数量   連絡先 

③  必要に応じ   数量   職業 

④  その都度    性状   連絡先 

⑤  その都度    数量   職業 

 

 

問１７ 

政令第40条の９及び規則第13条の12の規定により、毒物劇物営業者が毒物又は劇物を販売し、

又は授与する時までに、譲受人に対して提供しなければならない情報の内容について、正しい組

み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 名称並びに成分及びその含量 

ｂ 情報を提供する毒物劇物取扱責任者の氏名 

ｃ 応急措置 

ｄ 管轄保健所の連絡先 

 

① （ａ、ｂ） 

② （ａ、ｃ） 

③ （ａ、ｄ） 

④ （ｂ、ｄ） 

⑤ （ｃ、ｄ） 
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問１８ 

法第 14 条第４項の規定により、毒物劇物営業者が、毒物劇物営業者以外の者に劇物を販売する

ときに、譲受人から提出を受ける書面の保存しなければならない期間として、正しいものを①～

⑤の中から一つ選びなさい。 

 

① 販売の日から１年間 

② 販売の日から３年間 

③ 販売の日から５年間 

④ 販売の日から７年間 

⑤ 販売の日から 10 年間 

 

 

問１９ 

事故の際の措置に関する記述について、（  ）内に当てはまる語句として、正しいものの組み

合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

 ＜事故の際の措置＞ 

法第十七条 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物若しくは劇物又

は第十一条第二項の政令で定める物が飛散し、漏れ、流れ出し、染み出し、又は地下に染

み込んだ場合において、不特定又は多数の者について保健衛生上の危害が生ずるおそれが

あるときは、（ ａ ）、その旨を（ ｂ ）に届け出るとともに、保健衛生上の危害を防

止するために必要な応急の措置を講じなければならない。 

２ 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物又は劇物が盗難にあい、

又は紛失したときは、（ ａ ）、その旨を（ c ）に届け出なければならない。 

 

      ａ                 ｂ                   ｃ 

①  直ちに    保健所、警察署又は消防機関   保健所又は警察署 

②  三日以内に  保健所又は消防機関       警察署 

③  直ちに    保健所、警察署又は消防機関   警察署 

④  三日以内に  保健所又は消防機関       保健所又は警察署 

⑤  直ちに    保健所又は消防機関       保健所又は警察署 
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問２０ 

法第22条第１項並びに政令第41条及び第42条の規定により業務上取扱者の届出が必要な事業

について、正しいものの組み合わせを①～⑤の中から一つ選びなさい。 

 

ａ 無機シアン化合物たる毒物を取り扱う、電気めっきを行う事業者 

ｂ 無機水銀たる毒物を取り扱う、金属熱処理を行う事業者 

ｃ 最大積載量が 3,000 ㎏の自動車に固定された容器を用いて 20 ％水酸化ナトリウム水溶

液の運送を行う事業者 

ｄ 砒素化合物たる毒物を取り扱う、しろありの防除を行う事業者 

 

① （ａ、ｂ） 

② （ａ、ｃ） 

③ （ａ、ｄ） 

④ （ｂ、ｄ） 

⑤ （ｃ、ｄ） 

 

 


